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万葉集2静2番歌における表環「金不欲Jについて
竹生政資1) ・西 晃央2)
On the expression“kokoro-isayohi" in the 2092th poem in Manyかshu
Masasuke TAKEFU . Akihiro NISHI 
要 t::. 問
万葉集の中には「心いさよひjという表現を含む歌がニつある。一つは山辺赤人の「春日野に登り































きを知らに むら肝の心いさよひ(心不欲) 解き衣の思ひ乱れて いつしかと 我が待つ今夜 こ
のJlIの流れの長く ありこせぬかも












































かし、万葉の「不安(クルシ(キ)) J ) (五三割)、「不通(ヨドム)J (一一九)、「不逝(ヨドム(メ)) J 
(一三七九)、「不知(イサ)J (ニ七一0)、「不明(オホホシ(ク))J (一九二一)、「不清(オホホ



















[大意]天と地が分かれた時から (ひさかたの) 天の目印として 定められた 天の)1の川原に
(あらたまの) 月を重ねて妾に逢う 時の来るのを 立ち待っていると わたしの袖に秋風がた
びたび吹くので 立ったり廃ったりして どうすればよいかわからず (むら肝の) 心は迷い (解き

















サヨヒ)Jの脱字だとした。そして f雲居奈須心射左欲比(クモヰナス コ、ロイサヨヒ)J (三・三七
一、と同じく、 f心の浮れて定らず、散乱(ミダ)れたるをいへりjと云った。然るに「不知(イサ)Jに
つずく場合は「代経(ヨフ)J (三・ご六回)、「世経(ヨフ)J (六・ -00八)、「寂j歪(ヨフ)J (七・ -0










































2. 1節と 2. 2節の解釈
2. 3箭の解釈




















































































01/0005 霞立つ長き春日の暮れにける たづきも知らずむらきもの心を痛み(心乎痛見) ぬ
えこ烏 うらなけ居れば玉だすき かけのよろしく 遠つ神わが大君の行幸の山越す風のひと
り居る わが衣手に朝夕にかへらひぬればますらをと 思へる我れも 草枕旅にしあれば思ひ
遺る たづきを知らに網の浦の海人娘子らが焼く塩の思ひそ焼くる わが下心
柿本朝臣人麻呂の石見国より妾を別れて上り来たりし時の歌二首 短歌を芥せたり
02/0135 つのさはふ石見の海の吉さへく 辛の崎なる 海石にそ深海松生ふる荒磯にそ
は生ふる 玉藻なす なびき寝し児を深海松の深めて恩へど さ寝し夜は いくだもあらず延ふっ
たの BiJれし来れば肝向ふ心を痛み(心乎痛) 思ひっつかへりみすれど大船の渡の11の黄
葉の散りのまがひに妹が祁i さやにも見えず妾こもる 屋上のーに云ふ、「祭上山J 山の雲間





09/1792 白玉の人のその名を なかなかに雷を下延へ逢はぬ日の まねく過ぐれば恋ふる日
の震なり行けば思ひやる たどきを知らに肝向ふ心砕けて(心控部) 玉だすき かけぬ持なく
口止まず我が恋ふる克を 玉釘1 手に取り持ちて まそ鏡直自に見ねば したひ山下背く水の上に
出でず我が思ふ心安きそらかも
弟の死去せしを哀しみて作りし歌…首 綾歌を労ぜたり


































01/0002 大和には群山あれど とりよろふ天の香具11 査り立ち 国見をすれば... 
(原文)11常庭村山有等取与呂布天乃香具1 鰐立国見乎為者... 
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